
JA京都市管内の出来事や
イベントなどをお知らせ致します。

◀4月4日には門川市
長（左）にもお越し
いただきました

◀モーハンさんにバラ
栽培での注意点を
説明する奥田さん

◀精力的にゴミ拾い
されました
　（写真は太秦支部）

◀京野菜を生徒に
見せながら、そ
の特徴を説明す
る佐伯支部長

　３月４日、第10回府内JA一斉クリーンウオークを管内各地
で開きました。
　取り組みは地域の美化活動だけでなく、組合員の健康意
識向上と連帯意識の醸成を図ることも目的であり、当JAから
は支部、青壮年部、女性部、職員合わせて258名が参加しま
した。
　当日は最高気温15度と過ごしやすい気候となり、約1時間
かけて管内のゴミ拾いに取り組みました。参加者は「普段はき
れいな道だと思っていても、実際に掃除をすることでたくさん
のゴミが落ちていることに気づいた。地域美化に貢献できてよ
かった」と振り返りました。

　3月10日、朱雀野支部佐伯昌和支部長のもとに品川女
子学院中等部の生徒からの取材があり、京野菜の魅力な
どについて語りました。
　佐伯支部長のもとには「京野菜と漬物」を学習テーマと
した11名の生徒が訪れました。
　生徒からは京野菜を作る上で大切にしていることや、直
売所販売のメリットやデメリットなど質問があり、佐伯支部
長は資料や実際の京野菜を見せて分かりやすく説明して
いました。取材を終えて、佐伯支部長は「京野菜に問題意
識を持つ生徒たちがいることに感心した。とても頼もしかっ
た」と話しました。

地域をきれいに！
第10回府内JA一斉クリーンウオーク

東京から京野菜をテーマに取材！
～朱雀野支部佐伯昌和支部長のもとへ訪問～

　３月25日から４月23日にかけて、農事組合法人大枝筍組合
は塚原で採れた筍を販売する「筍テント」に取り組みました。
　国道９号線中山交差点南側に構えられたテントには連
日大勢の来店者が訪れていました。
　筍は家庭用から贈答用まで幅広いニーズに応えられる
よう、様々な大きさのものが販売されます。大阪府から訪れ
た60代の主婦からは「塚原で採れた筍はあく抜きする必要
もなく、毎年購入させてもらっています」と話していました。
　今年の販売を終えて、田原敏雄支部長は「今年は贈答
用の注文が例年以上に多かった」と振り返りました。

　３月２日、深草支部の奥田容彦さんのもとにネパールか
ら実業家であるモーハンさんが訪れました。
　モーハンさんは奥田さんのバラ栽培の技術を学ぼうと来
日し、圃場見学や栽培時の注意点など意見を交わしまし
た。モーハンさんの通訳として、伏見支店の佐久間真優主
任が同席し、奥田さんの話す内容を伝えました。
　現在、奥田さんは花きの生産を中心に親子3代で農業に
従事しており、今年度指導農業士の認定を受けています。
モーハンさんは「奥田さんのバラ栽培の技術の高さに感動
した。栽培現場を見学でき来た甲斐があった。帰国後、学
んだ技術を取り入れたい」と話していました。

「大枝筍」収穫最盛期
旬の味覚を求めて「筍テント」大盛況！

ネパールの実業家が
管内のバラ園を視察

営農経済部からのお知らせ

いよいよ田植え時期を迎えます

間もなく田植えのシーズンが始まります。
田植え前の重要な作業となる代かきのポイントについて
まとめましたので参考にして下さい

　代かきは1度だけではなく、2度3度と行うのが一般的です。まず大まかに耕し（荒代）、次に丁寧に仕上げ
（本代）ています。代かきの回数は、田んぼがどれだけ荒れているかによって決まります。
１回目の代かき（荒代）は、田植えの３日前から1週間前です。
２回目の代かき（本代）は、田植えの２～３日前ぐらいです。
　代かきの日は田植えの日からさかのぼって決めます。あまり早く代かきを済ませてしまうと、田植え
までに雑草が生えたり、土が硬くなってしまいます。

　田んぼが平らなことは、田植え後の水管理がしやすくなり、稲の生育にとって、大変重要な条件です。
　代かきが充分でないと水持ちが悪くなりますが、やりすぎると土が固まりやすくなり、水や酸素が通
りにくく表面の根張りが悪くなるので注意が必要です。

元肥を混和し、田んぼをならして均平にする。
適度に砕土して苗の活着を早める。
泥を細かくし、田んぼに溜めた水が漏れないようにする。
雑草が生えてくることを抑制する。
除草剤の効果を高める。

代かきの目的

代かきの日程

　代かきに適した水の量は、表面の８割が土で、残り２割が水に浸かっているぐらいです。
理由は次の通りです。

（１） 表面が確認しやすく、代かきを均一にできる
（２） 肥料や除草剤が田の外に流出しにくい
（３） ワラなどの水に浮きやすいものでも土中に沈めることができる
（４） 水が少なくて済む

浅水代かきがおすすめ

　土壌の表面５ｃｍ程だけがトロトロで、その下層はゴロゴロした土の塊があるような土壌を理想とします。縦
浸透の1日当たりの減水深が20～30mmのとき、米の収量は一番多いといわれています。地上部の葉や茎よ
りも、地下部の根の張り具合が収量に大きく影響することを物語っています。

◆ 望ましい代かき

（1）
（2）
（3）
（4）
（5）

営農支援課　TAC

堀井　崇史
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